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■主要諸元 S用 000

●クレーン部

ク レ ー ン 呼 称 100tオールテレーンクレーン

クレ ー ン 性 能

プーム曇さ/

定格紹荷重

X作 業半径

メインフーム

i20n 100ton x 2 8m

2025m 42ton×65m

2855m 271o,×70m

368m 20ton×90m

45 1rn 12toDX 12 0m

シングルトンプ 6 5ton

テルトジブ

451mブーム司3m7ダブタ1725mップ 6 5ton×12m

45 1ntブーい 3mアダブタ11285mッブ 351o日×21

451mブーム司3mアダブタ1185mツブ 2 2ton×186m

最 大 地 上 場 程
451mメ インブーム 455m(1 2ton)

451mブーム113市アダブタ+185nッブ 65m(2 2ton)

最 大 作 業 半 径

(A性能)

451mメインブーム 40m(0 8ton)

45怖ブーム113nアダブタ185mシブ 8m(0 6ton)

メインプーム曇さ 120～ 451m 箱型5段 ,占圧シリンダ■ワイヤローブ式伸撮装置 2■下伸B選択式

テルトツプ長さ 725～185m 稿型3段 油 圧シリンダ十ワイヤロープ式伸鷺装置

作 業 速 度

主巻巻上回―プ速度 最大:1 30rn/mh(4層)

補巻巻上回―プ速度 最大:120m/mh(3層)

ブーム上げ速度 約69秒/-2・-83・

ブーム伸長速度 約136秒/331m

旋 回 速 度 最大:08/2 1rpm

称 日野H07CTデ ィーゼルエンシン

形 式 水冷4サイクル頭上弁式 直 噴式 排 気ターポ付

排  気  量 6728で

定 格 出 力 180ps/2100rprn

最 大 トル ク 67kま・m/1600rpm

●キャリヤ

走 行 時 す 法

(台準のみ)

全 長 10 725mm

全 幅 2 750mm

全 高 21940mm

6 100mm(2550+1900+1650)

輪 第1、2軸(2300mm〉第3、4軸く2290mm〉

走行時霞■(台車のみ) 車 両 縮 重 エ 28 410kg

走 行 性 能

(台準のみ)

最 高 速 度

登 坂  能  力 約35°

最 小 回転 半径 102m(4輪 ステアリング)63m(8輪 ステアリング)

キ  ヤ   リ   ヤ

形 CVS FM4390

駆 動 方 式 8×4(8X6)

タイヤサ イズ 16:00 R25 ミシュラン製

変  連  機 自動変速式

懸 架 装 置
油・空圧式 上 下コントロール(運転室内にて可能)

油圧ロック 自 動中立復帰機構付

ステアリング装置
全44日ステアリング可能

(フロント、リヤ、カウンタ、クラブモード選択可能)

ブレーキ装 置

主 ブ レー キ 18輪 制動 |、2軸ディスクフレーキ

3、4軸ドラムブレーキ

駐車ブレーキ :スプリングブレーキ

補助ブレーキ :流 体式リターダ

ッ テ リー 155AH X 2

燃 料 タ ン ク 400セ

キ 二人乗り、フルキャブ

H型油圧式 張 出幅74/62/50m

キャリヤエンジン

称 メルセデス ベ ンツOM442A

形 式 水冷4サイクル8気筒 直 接噴射式

排  気  量 14 62タ

最 高  出  力 354ps/2100rpm

最 高 トル ク 163k=f,m/1400rpm

■クレーン部構造

作 動 淡 タ ン ク 作動油 8 0 0 2

巻 上 装 置

(二巻、補巻)

油圧モータ駆動 平 歯車減速式 任 意可変式

ワイヤロープ

ロープ乱巻防止日―ラ

旋 回 装 置
●油圧モータ駆動 ● ピン式症回ロック

●高低速切換式

ブーム起 伏 装 置 ●複動油圧シリンダー(直押式)● 速度任意可変式

ブーム仲 館 装 置 ●復動油圧シリンダ
ー(直押式)。 2、3段同時仲編 4、5段同時伸縮又は、2、3、4、5段同時仲縮

京一ル式虚日ターン

テーブルベアリング
リテーナリング式上下脱着機構付

アッパ ー 運 転 室
●ブレス成形キャブ ● 大型曲面フロントガラス ● ウィンドレギュレータ

●6ウエイアシャストのフブt/)クライニングシート

カウンタウエイト ●油圧 自力脱着装置

安 全 装 置

●過巻防止禁置 ● フック玉掛ロープ外れ止め装置 ● 過負荷防止装置

●ドラムバウルロック ● 旋回ロンク ● 水準器 ● 油圧テエック弁

●ドラム回転カ ンタ ● 旋回方向表示モニタ ● フーム角度指示計 ● 旋回善報装置

●ア芥リガー張出幅自動検出装置 ● ア外リガ
ージャンキアツプ自動検出装置

●カ ンタウエイト自動検出装置 ● 音声警報 ● 危険側緩停止機能 ● 全停止スインテ

●過負行防止装置解榛十  ● サイ スモニタ ● レバーロンク

■標準仕様
●テ由圧アウトリガー ● エアコン ● ラジオ ● スペアタイヤ

ク レ ー ン 本 体

●主巻、補巻  ● ラジオ(AM/FM時 計付)● エアコン(デフロスタ付)

●′ヽックミラー ● サンシェード ● サンン`イザー

●ワイパー(間欠・ウインドウォンシヤ付)

ア タッチ メン ト
●451m5段 伸縮ブ

ーム ● テルトシブ

●100tフック(60tフックに夕ヽンガーイ寸)● 65tフ ック ● シングルトップ

付 属 品 ●標準工具  ● 標準予備品

▼

▼
■最小直角通路幅(台車のみ)

「
‐州

‐‐型

一

■最小直角通路幅(アツパー、ジブ付)

日l=634m(最 小回転半径)
自2=673m(最 外輪端回転半径)

日3=792m(車 体回転半径)
日4=653m(後 外輪端回転半径)

日5=760m(車 体後端回転半径)
Al=484m(車 輪入口通路幅)
A2=586m(草 体入回通路幅)

B=447m(車 輪出回通路幅)
0=588m(車 体出回通路幅)

Rl=834m(最 小回転半径)
日2=873m(最 外輪端回転半径)
R3=792m(車 体回転半径)
R4=1003m(ブ ーム先端回転半径)
R5=853m(後 外輪端回転半径)
R8=786m(車 体後端回転半径)
Al=590m(草 輪入回通路幅)
A2=703m(車 体入口通路幅)
日 =374m(車 輪出回通路幅)
C=494m(車 体出回通路幅)
D=703m(ブ ーム先端出回通路幅)

■オプション
キ  ャ   リ   ヤ ●ポンツーン敷板

ク レ ー ン 本 体

●旋回音声警報 ● アッパー自力脱着装置 ● ドラムライト

●モニタカメラ(ジブ振出し) ● モニタカメラ(ドラム)

●スパークアレスター ドラムミラー(補巻)

ア タッチ メン ト 035tフック  ●15tフック

そ の 他 ●マイク、スピーカー ● オーバーロード表示灯



■チルトジブ作業姿勢図 ■メインブーム作業姿勢図

単位imm 単位imm

J 日
外観寸法図 ■キャリヤ寸法図

●本機が公道を走行する時は、クレーン部及びブームを月U送し、台車のみで走行しなければなりません。 葺 イ立 :mm 単位 imm



A 1生 能

1 2 . 0 20.25 28.55 36.B 45口1
100 0 48 0 20,0

3.D 93.0 42 0 =0.0

3.5 B0 0 42 0 20,0 =7 0 20_0

4.0 アl ll 42 11 80_0 27 0 20_0

5,0 57 0 42 0 =0_0 27 0 20.0 80 0 20_0

6.0 47 0 48 0 =0 0 =7 0 80,0 80 0 曾0.0 |口 0/8.5

39 7 39,5 20 0 27 El 20.0 20 0 20_0

8,0 34 0 34_4 20 0 巳4 g 80.0 20 0 B_5

9_0 =9 6 30_0 80 11 曾l B 80 0 7_g

10,0 26.2 巳O ll 180

lβ.0 18_5 どU U 15 1

14.0 13_7 15 曾 4.0 127 1_0

lB.0 10_4 12 ] 2.3 107

lB.0

20.0 6 フ B.4

22.0 63 ア l

24.0 58

26.0 3_3/25 0 5 1/25.0 4.3

28.0 力
■

30.0 g , 6

32.0 2 . 7

34.0 1_6/33.0 8_3/33 0 曾 l

38.0 1 6

38.0 1  1

40.0

各
フ
ー
ム
の
伸
縮
状
態
％

獣 A,B A B A B A B A,B

腎 関 ノーー△

3段 ロフーム 0

4段 ロブーム 0 0 0

5段 ロブーム 0 0 0

■メインブーム定格総荷重表 |~~は 強度域を示す (単位 :t)

V

彰

B 1生 能

1 2 . 0 20.25 28B55 36.B 45口1
U/ U 42_0 80 0

3.0 B3.0 42 0 gll D

3.5 74 0 42 0 80 0 曾7 0 0.0

4.0 66 5 42 0 80 0 27 0 20.0

5,0 55 0 42 0 80 0 27_0 20_0

6.0 46 0 42 0 20 0 87,0 20_0 20_0 80_0 18_0/6 5

7.0 39.5 39 5 =l1 0 27 0 80_0 20.0 20.0

8.0 UU tj 30 4 80 0 =4_8 20,0 20_0

9.0 B4 0 24 3 20 0 21_8 20_0 72

0.0 20 0 20 0 198 180

2 . 0 14 1 lb 4 14 15 1 4 0

4.0 10 3 l] 5 ll1 4 8_2 1 1 7 83 1 0

6.0 7 7 B8

B.0 72

20,0 46 6_l 64

22.0 3 3 46 5 2 54

24,0 8 0 3 7 43 44

26.0 l_5/85_0 3 4/25_0 2 7 3 3

28.0 ]B 24

30,0 ] ] 1 フ g l

32.B ] l 1 5

34,D

38.0

38,0

4日 B

各
フ
ー
ム
の
伸
縮
状
態
％

うとこ畳彗覇語く
ド
A.B A B A B A B A,B

2段 ロフーム

3段 ロフーム 0

4段 ロフーム 0 0 0

5段 ロ ブ ー ム ∩ 0



■メインブーム定格総荷重表 「
~|は
強度域を示す (単位it)

ぎ

ぎ

C 1生 能

1 2 . 0 20.25 28日55 36.8 45口1

2.8 77 11 42.0 20_0

3.0 73 5 42_0 20_0

3.5 65_5 4].0 20.0 27_0 20.0

4,0 5B,5 42.0 20,0 27_0 20.0

5.0 47_5 42_0 20_0 27.0 20,0 20,0 20 0

8 0 tjtJ。世 tjLJ U 20 0 27.0 80_0 20,0 =0 0 1=,0/6 5

フ.0 28_3 28 3 =O ll 27_0 20.0 =0.0 20 0 巳_0

B.0 21_9 曾= l 20 0 22_0 20 0 20.0 85 2.0

9.0 17.4 1フ B 19 3 1フ.フ 19.1 2 0

0,0 147 180 14.6 165 15,9 20

10 2 l 1 4 10_3 180 1 1 6

4.0 7 3 9.4

フ 4

8_0 34 5 2 5_B

20,0 1 9 3 7 4.7

22.0 0 7 2_7 3_8

24.8 |.8 1 5 ].=

26.0 ]3/25 0 1 4 l_7

28.0

30.0

32.0

34.0

36.0

38.0

40.0

各
ブ
ー
ム
の
伸
縮
状
態
％

うと=貸署母景=く
ド
A,B A B A B A B A・B

2段 ロブーム 0

3段 ロブーム 0

4段 ロブーム 0 0 0

5段 ロブーム 0 0 0

D 1生 能

1 2 . 0 20.25 28口55 36日8 45口1
2.8 日U_U 48 0 211 0

3,0 80.0 42 0 20 0

3.5 80_0 4= 0 20 0 ど/.U どU U

4.0 71_0 4= 0 20 0 87_0 20 0

50 58.0 42 0 20 0 27.0 どU.U 20 0 20.0

8.0 46.0 42 0 80 0 27.0 20,0 20 11 80.0 12.0/8.5

7.0 38.5 39 0 =0 0 27.0 =0 0 20 0 80.0

B.0 33.0 33 0 =l1 0 24_= 20 0 20 0

9.0 28.= 曾7 9 =0 0 巳].B 20 0 フ.2

8.0 どど b 20 0 19_9 8 0

2.0 158 17 5 15 7 5 1 4 . 0

4.0 1 1 6 13 0 1 1 _ 5 P7 2 . 3

6,0 10 0 B.7 U  U 9_7

8.0 6_7 79 U.′

20.0 5_8 ア_l

22.0 3 0 5 1

24.0 2 6 44 4 ] 48 4.8

26.0 8 0/25 0 3 9/85 0 3 3 4_0

28.0 2 3 3_2

30.0 23 2_4

32.0 |.7

34.0 1 3/33 0 1_3

38.0 |.0

38.0

40_0

各
ブ
ー
ム
の
伸
縮
状
態
％

)とこ母螢】言く
ド
A,B A B A B A B A,B

2段 ロフーム 0

3段 ロブーム 0

4 段 ロ フ ー ム 0 0

5段 ロ ブ ー ム 0 0



E 1生 能

お 1 2日0 20.25 28.55 36日B 45.1

2.8 80,0 42_0 20_0

3.0 BO,0 42,0 20,0

3,5 73.2 42.0 20.0 87 0 20,0

4,0 B5.2 42.0 =0 0 曾7 0 20_0

5.0 5].0 42 0 80 0 =7 0 80.0 20,0 80.0

8.0 42_4 42 0 20 0 27_0 20.0 20_0 =0 0 12_0/6 5

7_tl 35 0 34_B 20 0 27.0 80_0 20,0 20 0 2.0

8.0 26 5 36_6 20 0 24.2 20 0 20.0 85 20

20 B 2 1 _ 1 20卜0 口1 0 B ] 20,0 7巳 2 0

10.8 17.2 lBフ 17_l 18.0

12.8 1=_0 133 12.0 13 3 40

14.0 B , 7 04 l1 7 l1 7

16.0 62 6 5 B4

18.0 4 7 63 67

80.0 49 47 53
「D4

22.0 l G 4_2 44

=4.0 87 24 3.4

26,0 2 8/85 0 1 4 曾_ 2 曾_ 5

28,0 0 _ 7 1.5 |.ア

30.0 1  1

32,0

34,0

36.0

38.El

40.0

亀
フ
ー
ム
の
伸
縮
状
態
％

う注三サ品螢岳景土RドA.B A B A B A B A.B

g段 ロフーム

3段 ロフーム

4段 ロブーム 0 0

5段 ロジーム 0 0

■メインブーム定格総荷重表 「
~1は
強度域を示す (単位it)

|||1111サ

2‐

じ

F ,生 能

1 2日0 20日25 28日55 38B8 45.1
2.8 70.0 42.0 どU U

3.0 70,0 42.0 20 0

3.5 62_0 4].0 20 0 27.0 20。D

4.0 55_0 4g.0 20 0 27.0 20.0

5.ll 43_0 42_0 20 0 27_0 20.0 20.0 80 0

6.0 33.2 33_ll 20 0 27.0 20.0 20.0 20 0 ど,U/5 b

7.0 24.4 84_5 20 0 =4.0 20.0 巳0,0 20 0 2.0

8.0 lB.7 19,0 20 0 U _ =0,0 20.0 lB.5 2.0

8,0 14.8 15.= 187 15.l 17.1 18.5 ]62

0.0 12.4 13 7 ]巳.3 14.= 13.6 135

2.0 B_4 8_5 10_8 9_7

4.0 5 7 7.=

6.0 3.4 3,7 5,7

8.0 4_2 3,7 4.3 4.7

20.0 0.7 2.B

雷2.0 |_7 |.3 2.2

24.0 0.B |_3

86.0

28,0

30.0

32,0

34.0

38.0

38,0

40.0

各
ブ
ー
ム
の
伸
縮
状
態
％

灘
ド
A.B A B A B A B A,B

2段 ロフーム 50

3段 ロフーム

4段 ロブーム 0 ll

馬段 ロブーム 0 0



性 能G

1 2 . 0 20.25 28.55 36.B 45コ1

ど.U 42 0 留0_0

3,0 42 0 20_0

3.5 62.0 4=,0 20.0 /.U 2U U

4.0 55。0 刀
中 20,0 27,0 =0 0

5,0 43_U 38,3 20,0 27_0 =O ll どU.U

8.0 23_B 80_0 27.0 20 0 |ど_U/tl_b

7.0 =1 5 P1 8 20 0

8.0 180

3.0 188 145 14.5 14_5

10.8

12.0

14.0 4_3 48 6 2 8.0

16.0 2 _ 2 3 , 8 2 5 4 6 4.4 4.6

18.0 28

20.0 1 5 2.3

22.0 |。4

24.0

28.0

28.0

30.0

32.0

34.0

38.0

38.0

48本0

各
ブ
ー
ム
の
伸
縮
状
態
％

うと=曾署晶景:ス
ド
A.B A B A B A B A,B

μ賢 日 ノー ム 100 50 100

3段 ロジーム 100 50 100

4段 匡フーム 0 D 50

5 段 ロ フ ー ム D 0 馬0 180

■メインブーム定格総荷重表 「
~1は
強度域を示す (単位:t)

■注意事項

l上 表に示す定格総荷重は水平堅土上における値で、転lSl荷重のフB%以 内

及び移動式クレーン構造規格で定める前方安定度が115以上の双方を満

足する値です。

2作 業時に吊り上げ得る荷重|ま上

表の値からフック等吊具―切の重

量を差引いた値となります。

3シ ングルトップの定格総荷重はメインブームの定格総荷重と等しく、かつ限

度は6.5tです。但し、メインブームにフック等吊具が取り付けられている場合

には、メインブームの定格総荷重よリメインブームに取り付けられているフ

ック等の吊具重量を差し引いた吊荷重で作業してください。

4シ ングルトップを取付けた場合の主ブームの定格総荷重は上表の値から

02tを差引いた値になります。

5匡 ヨで示した吊上荷重は、強度上制限した値で転倒までの余裕があります

が吊り過ぎない様注意してください。

6ジ ブ作業はブーム角度基準で行つてください。

なお、ジブの作業半径は451ロ ブームにジブを装着した場合の値を示しま

曳

7ジブはブームの伸縮モードAで作業してくださしヽ。

■定格総荷重表組合せ及び各性能における作業状態

H性 能

12.0
αⅢ8

3.0

3 . 5

4.0 6 . 5

5,0 8 _ 5

8.0

7.0 3.7

8.0

9.El | . l

フ ッ ク

差引荷襲 12t

J

吊万同 4R」 方 一刺 方 後 方

アウトリガー ア ウ ト リ ガ ー フロントジヤッキ

カウンタ
ウエイト

74m
全張出帥蜘

50m
中間張出紗卵

使用時 末使用靖

A性 能 B性 能 C性 能 A性 能 C性 能 A性 能

El性能 E性 能 F性 能 El性能 F性 能 El性能

E性 能 F性 能 0性 能 日1と能
E性能
その場ジヤッキ””的
帥卵巾日性能 日性能 日性能 Hl生能



■チルトジブ定格総荷重表 | ]は 強度域を示す (単位:t)

し

ウ

能性A
"レド″長さ 7口25m 12口85rll 18.5m

オフセット震
Ｅ
Ｕ 1

ｎ
ｕ
Ｏ
ロ

月
■

Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｕ

ｎ
ｕ
Ｏ
Ｊ

Ｅ
Ｕ
月
中

Ｅ
Ｕ

ｎ
ｕ
Ｏ
ｇ

月
中

メインブーと
角度 (°)
僻
雑
術
離礎
篠
雑
術
離
朧
僻
雑
ｍ

足橋

総荷重

作業

半径
r n n、酎鮨
僻
雑
術
離
髄
僚堆
ｍ
離鮨
條雑
ｍ
酢鮨
條堆
ｍ
離
髄
僚堆
術
酢朧

11茉

半径

(m)
離礎

作業

半径
(m)
離
艇
篠
雑
術
離
繊

1 1

248

::=4

l l

47 8

能性B
刃レドワ長さ 7.25m 12.85m 18口5m
カレトジフ
オフ十,りヽ`奮

Ｅ
Ｊ

Ｅ

ロ
ｎ
ｕ
０
３

Ｅ
Ｕ
月
中

Ｅ

Ｕ 1
ｎ
ｕ
Ｏ
ロ

Ｅ
Ｕ
”
４ 1

ｎ
ｕ
０
３

Ｅ
Ｊ
月
中

くインブー之
角度 (つ
篠
唯
術

足橋

俗荷匡
際
堆
ｍ
邸髄

作業

半径
rm、離礎
僻
率
ｍ
離
鮨

作業

半径
rm、離髄

作業

半径
r nn、
離
髄
際
率
術
離礎
際
堆
術
邸縦

作業

半径
rim、郡艇
際
雑
ｍ
離鮨
僻
昨
ｍ
離髄
條唯
ｍ

定格

|11

37.6



■チルトジブ定格総荷重表 「
~ll■
強度域を示す (単位it)
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げ

C 1生 能
刃レトシフ長さ 7.25m 12口85m 18口5m
チルトジフ
オフセット震
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ｕ
Ｏ
ロ 45°

Ｅ
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篠
堆
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倭
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堆
術
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総荷重

作業

半径

(m)
離鮨

作業

半径
r n n、
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際
雑
ｍ
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rrn、
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作業

半径
rr n、

定格

総荷崖

80,0 6.50 4`Bll1 0 . 93 701 2 33,00 3.50|IB 3.llll1 4 . 52.20 1 6 . 8|.501 0 , 92.8014.01,00lBlll.30215 0 70

78.0 6.50ll l 4.80 | 口7 3,70 14.03.llll||.53.501 3 B 3 001 6 4 2 80 187 150 13122.20 16.2|.0020 2|.3023.4llt711
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53.0 311 B140 31.7 114032 B 130 3314|.2034.B 36.l 111037.9100 38 90 9038.3l1 90411 6ll Bll431 0.71144 50.63
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■チルトジブ定格総荷重表 「
~司
は強度域を示す (単位 it)
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68,0 18B 4 71119〔3.B5 3,3[22 3 285 21. 3 5023.2曾.6[ 25 7190 l.50:3.9117[2616 |.4530 2 |.0532,7l1 67
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■チルトジブ定格総荷重表 |  |は強度域を示す

■作業範囲図
8 0

地
上
場
程
(m)

70

185m"レ トジフ

(単位:t)

ロ

日

1285m刃レトジフ

725m刃レトジフ 80

13mアダプタ

451mブ =ム

380mブ‐ム

2855mブ=ム

O     1 0     2 0     3 0

(注)①本図はブームやジブのたわみを含んでいません。
②本図はA性能の場合を示しています。
③本図は伸編モードAの場合を示します。
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作業半径(m)


